
令和４年度第２回 本庄市交通政策協議会 次第

日 時：令和４年７月２１日（木）

午前１０時～

場 所：本庄市役所（６階）大会議室

１．開会

２．挨拶

３．議事

（１）地域公共交通計画策定のスケジュールについて

（２）地域公共交通計画策定に係る各種意識調査について

①市民意識調査

②デマンドバス利用者意識調査

③シャトルバス利用者意識調査

④デマンドバス未利用者意識調査

⑤シャトルバス未利用者意識調査

⑥路線バス利用者意識調査

⑦鉄道利用者意識調査

４．報告事項

５．閉会
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１号委員 本庄市長又はその指名する者 本庄市副市長 山下部　勝

朝日自動車（株）　運輸部　部次長 田沼　健一

十王自動車（株）
代表取締役　専務

石倉　実希雄

一般乗合旅客自動車運送事業者が組織
する団体

一般社団法人埼玉県バス協会　
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本庄地区タクシー協議会　会長 神宮　つぐよ

一般社団法人埼玉県乗用自動車協会　
専務理事

高原　昭       

５号委員
一般旅客自動車運送事業者の事業用自
動車の運転者が組織する団体の代表者

朝日自動車労働組合　執行委員長 飯塚　光弘

共栄（本庄）自治会長 黒澤　一雄

本庄市老人クラブ連合会　副会長 柳田　信

本庄商工会議所　専務理事 田中　一成

児玉商工会　会長 江原　貞治

本庄市身体障害者福祉会　会長 種村　朋文

７号委員 本庄警察署長又はその指名する者 本庄警察署交通課　課長 笹原　久雄

８号委員 児玉警察署長又はその指名する者 児玉警察署交通課　課長 金子　昇

９号委員
国又は県の交通政策行政の経験及び
知識を有する者

埼玉県企画財政部交通政策課
主査

西野　利彦

１０号委員
関東運輸局埼玉運輸支局長
又はその指名する者

国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局
首席運輸企画専門官

小川　ゆかり

１１号委員
国又は県の都市計画行政の経験及び
知識を有する者

国土交通省関東地方整備局建政部
都市調整官

大関　弘之

道路管理者（国道） 国土交通省大宮国道事務所　所長 阿部　俊彦

道路管理者（県道）
埼玉県本庄県土整備事務所
道路部長　

岡本　史靖

早稲田大学  名誉教授　 浅野　光行

本庄市議会  議員 林　富司

２号委員
一般乗合旅客自動車運送事業者

３号委員 一般貸切旅客自動車運送事業者

４号委員
一般乗用旅客自動車運送事業者が組織
する団体

６号委員 住民又は利用者の代表

１２号委員

１３号委員
学識経験を有する者その他協議会が必
要と認める者



地域公共交通計画策定のスケジュールについて（案） 

 

 

月 内 容（予定） 

７月 

■第２回本庄市交通政策協議会（７月２１日） 

・地域公共交通計画策定スケジュール 

・地域公共交通計画策定に係る各種意識調査内容 

８月～１０月 

以下の各意識調査のアンケート配布・回収、集計・分析 

８月中旬～９月末 

・市民意識調査 

・デマンドバス利用者意識調査 

・シャトルバス利用者意識調査 

・デマンドバス未利用者意識調査 

・シャトルバス未利用者意識調査 

９月上旬 

・路線バス利用者意識調査 

・鉄道利用者意識調査 

１０月 

・各意識調査結果の集計・分析 

１１月 

■第３回本庄市交通政策協議会 

・意識調査結果報告 

・公共交通の現状把握と課題 

・基本方針と目標 

・目標等計画の骨子、施策内容等 

１月 
■第４回本庄市交通政策協議会 

・地域公共交通計画（素案） 

１月～２月 パブリックコメントの実施 

３月 
■第５回本庄市交通政策協議会 

・地域公共交通計画策定 

 

資料１ 



地域公共交通計画策定に係る各種意識調査について 

 

意識調査概要 

調査目的 

・H30年度からの利用状況や意識の変化の把握 

・現在の満足度及び不満理由の把握 

・コロナによる生活様式の変化の把握        等 

調査手法 記入式によるアンケート調査 
 

市民意識調査（市 HPで

Webアンケートを併用） 
資料２－１ 

市内在住の 15歳以上の 3,000人を対象 

郵送配布・回収 
 

デマンドバス・ 

シャトルバス 

利用者意識調査 

資料２－２ 

資料２－３ 

運転手による手渡しで合計 1,000部を配布 

郵送回収または以降の乗車時に回収 

 
デマンドバス・ 

シャトルバス 

【未】利用者意識調査 

資料２－４ 

資料２－５ 

市内自治会 85団体に対し、往復試乗券とアンケ

ート用紙を各 2枚配布（試乗の感想） 

郵送回収  

路線バス・ 

鉄道利用者意識調査 

資料２－６ 

資料２－７ 

本庄駅、本庄早稲田駅、児玉駅において路線バス

利用者意識調査で合計 1,000部、鉄道利用者意識

調査で合計 1,000部直接配布（平日２日間、休日

１日間で配布） 

郵送回収 

 

※以降のアンケート調査票（案）の赤字は、本調査における新規設問（H30年度調査時は未調査）

を示す。 

 

資料２ 
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【概要】
　令和５年度から児玉白楊高校と児玉高校が統合し児玉新校(仮)が開校することに併せ、学生及び
地域住民の利便性向上を目的に、赤城乳業千本さくら工場行きの平日朝４便・昼１便（土日祝は朝
１便・昼１便）、本庄駅南口行き昼１便・夕５便（土日祝は昼１便・夕１便）を児玉新校(仮)を通
るルート(赤線)へ延伸することについて、現在、バス会社・県・市で協議を進めています。なお、
バス停は、児玉新校(仮)のほか、児玉南土地区画整理地内にも１か所設置する予定です。
【スケジュール】
　6月29日：市議会全員協議会への報告
　7月上旬：自治会連合会長及び延伸ルート（赤線）沿線自治会長への説明
  7月21日：本庄市交通政策協議会への報告
　7月23日：県による児玉新校（仮）北部地区説明会
　3月下旬：路線延伸認可（予定）
　4月上旬：児玉新校(仮)開校、新系統運行開始

(案)

路線図（案）

～路線バス児玉線の延伸について～

新規設置予定

児玉新校（仮）

令和４年度第２回本庄市交通政策協議会　報告資料

資料３
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平成30年度意識調査結果概要

参考資料

1

１．市民意識調査
本庄市在住の3,000人（無作為抽出）を対象に、デマンド交通やはにぽんシャトル等、今
後の本庄市における交通政策の方向性を定める基礎資料とするために実施

調査対象 本庄市在住 15歳以上の3,000人（無作為抽出）
配布・回収 郵送による配布・回収
実施期間 平成30年11 5  平成30年11 30 
回収結果 1,724票（回収率57.5％）※御礼状兼督促状の発送を実施
設問内容 項目 設問内容

基本属性 お住まい（地区別）、ご家族（ 数、家族構成）、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況、運転
免許証保有状況

鉄道利 利 の有無、利 しない理由

路線バス 利 の有無、利 しない理由、状況改善後の利 意向

タクシー 利 状況

デマンド交通 認知度、利 の有無、利 しない理由、状況改善後の利 意向

はにぽんシャトル 認知度、利 の有無、利 しない理由、状況改善後の利 意向

 家  利 頻度、利 継続意向、公共交通への転換意向、 家  利 に関する意識

市内公共交通 シャトル便・デマンド交通導 後の改善状況、公共交通全般に関する意識、 家  利 に関する意識
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１．市民意識調査

市民の移動 段の中 は 動 であり、鉄道や路線バス等の公共交通の利 率は低く、 動 依存の割合が 
い。これは、５年前の調査においても、傾向は変わっていない。
鉄道や路線バスを利 しない理由として、「他の 段で移動が可能」という理由が過半以上を占めており、今は運転
ができるため移動 体に不便を感じている は少ない。また、公共交通への転換も「負担である」と感じている。
  で、公共交通は 常 活に不可 であり、市 みんなで えるものと考えている も過半以上あり、公共交通
の重要性については 定の認識がある。

結果概要

利用している
39.7%

利用していない
58.2%

無回答
2.1%

鉄道の利用

n=1724

利用している
6.7%

利用していない
89.1%

無回答
4.2%

路線バスの利用

n=1724

強くそう思う
13.2%

そう思う
40.7%

どちらともいえ

ない
28.6%

そう思わない
11.8%

全く思わない
2.5%

無回答
3.2%

公共交通での移動に負担を感じる

n=1542

強くそう思う
26.7%

そう思う
51.2%

どちらともい

えない
7.9%

そう思わない
1.5%

全く思わない
0.9%

わからない
7.1%

無回答
4.8%

公共交通はみんなで支えていくべき

n=1724

3

２．デマンドバス利用者意識調査
平成30年11月 12月中にデマンドバスを利用された方を対象にアンケート調査を実施

配布・回収 はにぽん・もといずみ号 内で利 者に運転 が配布し、回収は郵送
実施期間 平成30年11  平成30年12 
回収結果 67票
設問内容 項目 設問内容

基本属性 お住まい、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況、運転免許証保有状況

利 状況 利 頻度、利  的、往復利 、利 した停留所区間、停留所までの所要時間、利 す
る理由、乗り継ぐ公共交通、乗継割引、停留所の設置場所

満 度 予約 法・予約センターの対応、運 時間・運 区域などの使い勝 、料 
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２．デマンドバス利用者意識調査

利 者の約７割の が運転免許を保有しておらず、また、利  的も通院、買い物が多くを占め、運転ができない
高齢者の日常の移動手段として重要な役割を担っている。
利 停留所も、特定の停留所に集中しておらず、市内の様々な場所から利 されており、デマンド 式での運 形
態のメリットが活かされている。
  で、予約の取りづらさと運  ・時間における不満もある。ただし、料 に対する満 度は い。

結果概要

40

20

9

4

8

9

4

0 10 20 30 40 50

通院

買い物

趣味・習い事

手続き

湯かっこ

駅利用

通勤

通学

路線バスへの乗継

利用目的

n=94

複数回答

11

16

1

1

0 5 10 15 20

予約が取りづらい

予約センターに

電話が繋がりにくい

予約方法が難しいから

予約センターの対応が

親切ではない

その他

予約センターへの不満理由

n=29
複数回答

安い
23.9%

ちょうどよい
55.2%

高い
13.4%

無回答
7.5%

料金満足度

n=67

持っている
19.4%

持っていた

が、自主返
納した
22.4%

持っていない
44.8%

無回答
13.4%

運転免許保有状況

n=67

２０代
1.5%

３０代
3.0%

４０代
1.5%

５０代
6.0%

６０代
6.0%

７０代
35.8%

８０代以上
40.3%

無回答
6.0%

利用者年齢

n=67
12

8

10

7

2

3

4

0 5 10 15

利用したい時間に

予約が取れない

午前８時～午後５時

しか利用できない

日曜・祝日に利用できない

循環バスの方が便利だった

乗り継ぎが面倒

本庄市内しか運行していない

停留所がわかりづらい

車両台数が少ない

その他

運行形態への不満理由

n=48
複数回答

満足
22.4%

やや満足
10.4%

普通
17.9%

やや不満
22.4%

不満
3.0%

無回答
23.9%

運行形態満足度

n=67

5

３．シャトルバス利用者意識調査
平成30年11月 12月中にはにぽんシャトルを利用された方を対象にアンケート調査を実施

配布・回収 シャトルバス 内で利 者に運転 が配布し、回収は郵送
実施期間 平成30年11  平成30年12 
回収結果 55票
設問内容 項目 設問内容

基本属性 お住まい、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況、運転免許証保有状況

利 状況 利 頻度、利  的、往復利 、利 停留所、最寄り停留所までの所要時間、利 理由、
乗継状況、乗継割引利 状況

満 度 満 度、不満理由、料 への満 度

-3-



6

３．シャトルバス利用者意識調査

本庄駅⇔本庄早稲 駅間の利  的が最も多く、駅間移動の手段としての役割を担っている。
幅広い年代の が利 しており、利 者の満 度も「満 」が過半以上を占め、 きな不満要素は られない。
本庄市外在住者の利 が過半以上を占めており、市外から来訪された の移動 段としての意義も きい。

結果概要

8

5

6

11

20

4

1

24

3

0 5 10 15 20 25 30

通勤

通学

業務

買い物

通院・見舞い

趣味・遊び

旅行

本庄駅・本庄早稲田駅

その他

シャトル便利用目的

n=82
複数回答

満足
32.7%

やや満足
18.2%

普通
18.2%

やや不満
27.3%

不満
1.8%

無回答
1.8%

利用満足度

n=55

本庄市
41.8%

本庄市外
54.5%

無回答
3.6%

お住まい

n=55

10

2

12

1

0 5 10 15

運行時間の午前９時～午後

７時しか利用できないから

他の公共交通への乗り継ぎ
が悪いから

はにぽんシャトルの運行本数
が少ないから

その他

利用者の不満理由

n=25
複数回答

１０代
9.1%

２０代
9.1% ３０代

3.6%

４０代
3.6%

５０代
23.6%６０代

12.7%

７０代
25.5%

８０代以上
10.9%

無回答
1.8%

利用者年齢

n=55

7

４．デマンドバス未利用者意識調査
過去に一度もデマンドバスを利用されていない方に試乗券を配布し、試乗頂いた方にアン
ケートを実施

配布・回収  治会を通じ試乗券・アンケート票を配布し、回収は郵送
実施期間 平成30年11  平成30年12 
回収結果 47票
設問内容 項目 設問内容

基本属性 お住まい、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況、運転免許証保有状況
利 状況 使 しなかった理由、利  ・利 した停留所区間

満 度 予約 法・予約センターの対応、運 時間・運 区域などの使い勝 、料 、今後の利 
意向
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４．デマンドバス未利用者意識調査

試乗された満 度は く過半以上を占めた  で、不満要素は利 者同様、運  ・時間に関するものが多く挙
げられた。
今は 動 を運転出来る が利 されており、「今は必要無いが、重要な移動 段であるため、継続してほしい」と
いう意 がある  で、予約の 間や児 ・本庄間の乗り継ぎに不便を感じた声や定時運 の要望もあった。
今回の試乗により、デマンドバスの更なる認知度の向上及び将来的な利 意向に繋がっている。

結果概要

満足
23.4%

やや満足
14.9%

普通
21.3%

やや不満
29.8%

不満
2.1%

無回答
8.5%

予約方法等満足度

n=47

満足
17.0%

やや満足
36.2%普通

12.8%

やや不満
25.5%

不満
2.1%

無回答
6.4%

運行形態満足度

n=47

5

3

5

2

7

0 2 4 6 8

予約が取りづらかった

予約方法が難しかった

予約が面倒だった

電話が繋がりにくかった

対応が親切ではなかった

その他

予約方法等不満理由

n=22
複数回答

7

4

3

2

2

1

2

1

5

0 2 4 6 8

利用したい時間に

利用できなかった

日曜・祝日に利用できない

午前8時～午後5時しか
利用できない

中心市街地へ直接行けなかった

出発・目的地の近くに

停留所がなかった

停留所がわかりづらい

車両に乗降しづらかった

ベビーカーで気軽に
利用できる環境がなかった

他の公共交通へ

乗継が悪かった

循環バスの方が便利だった

その他

運行形態不満理由

n=27
複数回答

9

５．路線バス利用者意識調査
市内の鉄道駅３駅に発着する路線バス利用者に対して、直接聞き取り（ヒアリング）を実施

実施  【平 】平成30年10 31 （ ） 【休 】平成30年10 28 （ ）
回収結果 244票（平  100票、休  144票）
設問内容 項目 設問内容

基本属性 お住まい、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況、運転免許証保有状況
利 状況 利 頻度、利  的、利 区間、往復の利 、利 する理由
満 度 満 度
移動手段 バス停までの移動手段・所要時間、乗り継ぐ公共交通、代替手段
バス交通の維持 バス交通維持への利 意向

-5-



10

５．路線バス利用者意識調査

平 は通勤・通学、休 は買い物や趣味等の 的で利 されており、特に高校生や高齢者など運転免許を持たな
い方の移動手段の一つとなっている。
利 者における満 度は、「満 」が過半以上を占めており、運  体の課題点は少ないと考えられる。  で、
不満理由としては、運 本数の少なさが挙げられている。

結果概要

通勤
37.0%

通学
33.0%

業務
6.0%

買い物
7.0%

通院
7.0%

趣味・習い事
2.0%

旅行
2.0%

その他
5.0%

無回答
1.0%

利用目的（平日）

n=100

通勤
16.7%

通学
20.1%

業務
3.5%

買い物
12.5%

趣味・習い事
6.9%

旅行
7.6%

その他
32.6%

利用目的（休日）

n=144

10代
25.0%

20代
23.0%

30代
6.1%

40代
16.0%

50代
11.5%

60代
9.4%

70代
7.0%

80代以上
2.0%

利用者年齢

n=244

満足
33.6%

やや満足
17.6%

普通
28.7%

やや不満
17.6%

不満
2.5%

満足度

n=244

11

６．鉄道利用者意識調査
市内の鉄道駅３駅において駅利用者へ、直接聞き取り（ヒアリング）を実施

実施  【平 】平成30年10 31 （ ） 【休 】平成30年10 28 （ ）
回収結果 567票（平  279票、休  288票）

設問内容 項目 設問内容
基本属性 お住まい、性別、年齢、職業、歩 補助器具の利 状況
利 状況 利 頻度、利  的、乗降駅、往復の利 、駅までの移動手段

乗り継ぎ状況 乗り継ぎの満 度
バス等乗降場 利 のしやすさ、乗降場の課題
 間駐 場 利 のしやすさ、 間駐 場の量・台数

本庄駅, 117, 
42%

本庄早稲田駅, 
111, 40%

児玉駅, 51, 
18%

駅別回収数（平日）

n=279

本庄駅構内, 
155, 54%本庄早稲田駅, 

101, 35%

児玉駅, 
32, 11%

駅別回収数（休日）

n=288

-6-
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６．鉄道利用者意識調査（本庄駅）
【本庄駅】

鉄道は、平 は通勤・通学、休 は買い物や趣味等の 的で利 されており、利 者にとっては、 かせない移動
手段の一つとなっている。
駅までの移動 段は4割程度の が「 動 」と回答しており、市内の移動は 動 、市外へは鉄道を利 してい
るという実態も える。

結果概要

本庄駅での結果

通勤
11.0%

通学
23.2%

業務
2.6%

買い物
25.2%通院

1.9%

趣味・習い

事
18.7%

旅行
6.5% その他

11.0%

利用目的（休日）

n=155

通勤
29.1%

通学
24.8%

業務
5.1%

買い物
15.4%

通院
3.4%

趣味・習い

事
9.4%

旅行
5.1%

その他
7.7%

利用目的（平日）

n=117

路線バス
10.3%

はにぽん

シャトル
0.9%

スクールバス
6.0%

タクシー
4.3%

自動車（自分

で運転）
17.9%

自動車（家族

等の運転）
23.1%

自転車
4.3%

徒歩
27.4%

その他
3.4%

無回答
2.6%

駅まで（から）の移動手段（平日）

n=117

路線バス
6.5%

はにぽん

シャトル
1.3%

スクールバス
7.7%
タクシー

1.3%

自動車（自

分で運転）
16.8%

自動車（家族

等の運転）
32.3%

自転車
8.4%

徒歩
25.2%

その他
0.6%

駅まで（から）の移動手段（休日）

n=155

13

６．鉄道利用者意識調査（本庄早稲田駅）
【本庄早稲田駅】

鉄道は、平 は通勤・通学、休 は買い物や趣味等の 的で利 されており、利 者にとっては、 かせない移動
 段の つとなっている。本庄早稲 駅の特徴として、業務（出張等）や旅 での利 が多いことが挙げられる。
駅までの移動手段は５割以上の が「 動 」と回答している。駅周辺に駐 場が充実していることや業務や旅 
での利 が多いことが要因の つと考えられる。

結果概要

本庄早稲田駅での結果

通勤
35.1%

通学
9.9%

業務
28.8%

買い物
2.7%

通院
0.9%

趣味・習い事
5.4% 旅行

16.2%

その他
0.9%

利用目的（平日）

n=111

路線バス
1%

はにぽんシャ

トル
1% 企業等送

迎バス…
タクシー

7%

自動車（自分

で運転）
37%

自動車（家族

等の運転）
23%

自転車
4%

徒歩
19%

その他
4%

駅まで（から）の移動手段（平日）

n=111

通勤
19.8%

通学
5.9%
業務
7.9%

買い物
16.8%

通院
1.0%

趣味・習

い事
12.9%

旅行
25.7%

その他
9.9%

利用目的（休日）

n=101

スクールバス
3.0%

タクシー
5.9%

自動車（自分

で運転）
28.7%

自動車（家族

等の運転）
28.7%

自転車
4.0%

徒歩
23.8%

その他
5.9%

駅まで（から）の移動手段（休日）

n=101

-7-
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６．鉄道利用者意識調査（児玉駅）
【児玉駅】

鉄道は、平 は通勤・通学、休 は買い物等の 的で利 されており、利 者にとっては、 かせない移動 段の
一つとなっている。
駅までの移動手段は５割以上の方が「徒歩」「 転 」と回答している。本庄駅、本庄早稲田駅と比較すると自動
 を使う が少ないのが特徴となっている。

結果概要

児玉駅での結果

通勤
29.4%

通学
25.5%

業務
7.8%

買い物
9.8%

通院
5.9%

趣味・習い事
7.8%

旅行
2.0%

その他
11.8%

利用目的（平日）

n=51

通勤
34.4%

通学
21.9%

買い物
18.8%

趣味・習い事
6.3%

旅行
12.5%

その他
6.3%

利用目的（休日）

n=32

路線バス
3% タクシー

6% 自動車（自分

で運転）
3%

自動車（家族

等の運転）
25%

バイク
3%

自転車
22%

徒歩
35%

その他
3%

駅まで（から）の移動手段（休日）

n=32

路線バス
9.8%

はにぽんシャ

トル
2.0% スクールバス

2.0%

タクシー
3.9%

自動車（自分

で運転）
3.9%

自動車（家族

等の運転）
11.8%自転車

27.5%

徒歩
33.3%

その他
3.9%

駅まで（から）の移動手段（平日）

n=51
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